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大規模災害では、様々な分野の支援が被災地で行われます。また、海外の発展途上国や難

民が暮らすキャンプなどでも、様々な支援活動が行われています。一見、国内と国外、災害

と非災害と分野が違うように感じますが、困っている方や地域に手を差し伸べる、というこ

とにおいて変わりはありません。また、そもそも我々医療職は、困っている方々が対象です

ので、海外のことや海外の支援のことを学ぶことは、平時の活動にとっても役にたつことと

思い今回の企画をいたしました。 

 

まず、宮本純子さん(姫路大学：看護師)にご登壇いただき、国際緊急援助隊の中国・四川

での活動を振り返っていただきました。日本チームがどのようにして現地の病院から信頼

を得たか、看護師にもできる運動療法を行った経験などをお話しいただきました。そして、

その後青年海外協力隊にて、2年間派遣されたホンジュラスでのお話しを伺いました。事前

に日本で語学研修をしたのち、1人でホームス

テイしながら仕事をされたそうです。職場での

チームワーク、個々の意見の衝突と収拾、問題

の解決、人と人との関係づくり、など災害時に

も出てくるワードがたくさんでてきました。こ

のような経験をされた方は、国内の災害におい

ても大きく力を発揮されることでしょう。 

 

次に、石橋秋奈さん（佐賀大学：看護師）に

ご登壇いただき、2 年間研究をされてきた、「国際緊急援助活動における手術機能に伴う手

術看護に関する研究」というテーマについて発表いただきました。海外での災害支援チーム

も大型化、高度化しており、手術室看護師の活動の場が増えるであろう、というお話しでし

た。災害医療についてデータを取って学術的にしっかりとまとめられていました。また石橋

さんは、今年度から青年海外協力隊としてブラジルに赴任予定であり、そのための準備をさ

れているということでした。実際の海外の支援活動を経験して、国内、国外の災害医療活動

に生かしていただければと思います。 

 

聴講者の中には、他にもスーダンやモンゴルへ、青年海外協力隊として赴任される方もお

られ、暮らしや仕事上での留意事項などの情報交換ができました。幅広い知識と国際的な知

見が、きっと災害医療支援活動に役に立つ日が来ると思っています。 


